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サ ハ に つ いて
サ ハ は主に ､ 東 シ ベ リア の レ ナ河とそ の支流の 流域に居住 して い る 0 198 9年 の 国勢調査
に よると､ ロ シ ア連邦内 のサ ハ の人 口は約 38万人で ､ その うち､ サ ハ 語 を母語と見な して
い る者の 割合 (母語率) は 94. 0%で あ っ た [注1]｡ サ ハ 語は テ ユ ル ク諸語に属す る｡
サ ハ の 起源 に つ い て は諸説あるが ､ バイ カル 湖周辺に いたテ エ ル ク ･ モ ン ゴル 系 の住民
が徐 々 に レナ河中凍域に移住 して ､ そこ に いた先住民と同化 したと いう説が 有力 である｡
サ ハ は牧畜狩猟民で ､ 馬 と牛 を飼 っ て い るが ､ 極北地方に住むサ ハ は トナ カイ を飼 っ て
い る‾o か つ て は ､ 馬 の 世話 をす るの は男性 の仕事で ､ 牛 の 世話 をする の は女性 の 仕事だ っ
た｡ 家畜を所有できな か っ た者は漁業を生業に して い た｡ ロ シ ア人との接触 は 16 20年代 に
始まり､ 1 7世紀の終わ りに は農耕が伝わ っ たが ､ 1 9世紀半ばまでほ とん ど発達 しなか っ た ｡
18- 19世紀に ロ シ ア 正教が広 まっ たが ､ サ ハ の 古くか らの信仰も根強く残 っ た｡ 天上世
界に は善なる神 々 が ､ 地上世界 には火や森などの神 々 が ､ 地下世界に は人々 に害をもた ら
す怪物が 住ん で い ると考 えられて い た｡ 夏至 の頃 に行われ る馬乳酒祭りで は ､ 天上世界や
地上世界に住む神 々 に ､ シ ヤ マ ンが馬乳酒 を振り撒い て ､ 神 々 に感謝 し､ 人 々 の 幸福や家
畜の 繁殖を祈 っ た｡ シ ヤ マ ン には ､ 男性 の シヤ マ ン (オ ユ ー ン) と女性の シ ヤ マ ン (ウダ
ガ ン) が いた｡ 各シ ヤ マ ン には 守護霊が い て ､ それ を表 した銅板が服 の胸部に縫い付 けら
れて いたo また､ ト ー テ ム 崇拝も見 られ ､ 氏族ごとに ､ 殺 したり､ 名前を呼んだり して は
い けない動物が決ま っ て いた ｡
口裏文芸に つ いて
サ ハ 野 口承文芸学者ゲオ ル ギイ ･ エ ル ギ ス(190 8- 68)は ､ 『サ ハ ロ承文芸概説』 の 中で ､
サ ハ の 口承文芸を次の ようなジ ャ ン ル に分類 して い る｡
･ 神話 (mi9
･ 祈祷 (alg海)
･ 英雄叙事詩 (olq x o)
･ 昔話 (o8tu O r uya)[注 2]
･ 歴史伝貌 仲血 gi 始han uon na kap8a魚n)
･ 民謡 (n o ru ot
.
idata)
･ 早 口言葉 軸b
'
irga x)
･ 諺､ 成句 (68 ⅩOho o no, 68 n O m O Y O)
･ 謎 々 (ta ab出 n)
- 68 -
現在も盛ん なジャ ン ル 臥 民謡 の 中に分類される即興歌(toyuk)と､ 上記 の エ ル ギアの分
類に は出て い な い 輪舞(olmox ay)で ､ 両者は馬乳酒祭り などで コ ン ク
ー ル が開催される o
即興歌は ､ 声を伸ば して歌われ ､ 日本の 民謡や歌謡曲の こぶ しに少 し似た装飾音を伴うo
装飾音の 出し方を解説 した本が ､ ヤ ク - ツク市で 2冊出版されて い るo 即興歌の コ ン ク
ー
ル で は ､ 歌い 手がく じを引い て歌の テ
ー マ が与え られ ､ 数分後 には歌う ことにな っ て い る｡
テ ー マ に は ､ 自然の美 しさや友情､ 家族な どがあるo 輪舞は ､ 音頭取りが 1節 (7音節で
ある ことが多い) を歌 っ た後 ､ 全員でそれ を唱和するとい うこ とを繰り返 しなが ら､ 輪揺
太陽が回 るの と同 じ方向､ 即ち､ 時計回りに回る｡ 音頭取 りが 交代 しながら､ 長時間続く
こ とが ある｡ 1 986年には輪舞の協会が創設された ｡
基 線 ⊇史三
サ ハ の英雄叙事詩の 収集は 184 0年代か ら始まり､ 現在までに ､ 手書きの形では 220篇以
上収集されて い る｡ その うち､ 梗概や断片で はない ､ 完全なテ キ ス トは約 120篇以上ある
が ､ 出版されて い るの はわずか 1 9篇しか ない ｡ また ､ サハ 共和国科学ア カデミ
ー 人文学研
究所には ､ 録音テ ー プが 96本 ､ 録画テ ー プが17本保管されて い る 0
サ ハ 人 の 口承文芸学者 ニ コ ライ ･ エ メ リヤ ノフ(192 卜2 00)はサ ハ の英雄叙事詩 を次の 3
つ の タイプに分類して い る｡
①天界 の善神 の子孫が地上世界に住み つ く｡ 天界の最高神 ユ リ ユ ン グ
･ アイ - ･ ト ヨ
ン が自分の子 どもを地上世界に住まわせ る場合と ､ 天界の 善神 の子孫が天界か ら地
上世界 - 追放され る場合が ある｡ サ ハ の 英雄叙事詩に特徴的な求婚 モチ - フ はほ と
ん ど見られない ｡
②孤児英雄が敵との 戦い に勝ち､ 花嫁を獲得して ､ サ ハ の始祖となるo
③英雄がサ ハ を地下世界 の怪物から守 る｡ 英雄は天界から降ろされる場合と､ 地上世
界で 不思議な出生をする場合がある｡
短 い もの で数千行か ら1万行､ 長 いもの だと3 - 4万行にも及ぶサ ハ の英雄叙事詩 臥
描写の部分と登場人物 の会話の 部分か ら成り ､ 多くの 場合､ 描写の部分は早 口言葉の よう
に語られ ､ 登場人物 の会話 の部分は歌われ る [注 3]o そ して ､ 歌の メ ロ ディ
ー は登場人物
や場面に よ っ て使 い分けられ ､ 英雄や英嘩の家族 ､ 英雄の 馬､ 天界 の善神などの 歌 臥 即
興歌 と同様に ､ 声を伸ば して歌われ､.装飾音を伴うo 楽器 の伴奏は付 かない Q 叙事詩語り
は夜に行 われて い た｡
次に ､ サ ハ の英雄叙事詩 の押韻に つ い て ､ あとで梗概を解介する ｢モ ドゥ ン
･ エ ル ー ソ
ゴ トフ+ を例に して ､ 考察 してみた い と思う｡
こ の作品におい て ､ 行頭で親を踏む割合は約4o%(6 377行中25 56行)で あるo そ の うち､
描写 の部分で頭韻を踏む割合は約39%(41 26行中1598行)､ 登場人物 の会革の部分では約
43% (22 51行中958行)で ､ ほぼ同じ割合で ある○ 頭韻を踏む割合が 掛 こ高い の 壮 ､ 描写 の
場面が続く冒頭部で ､ その割合は約8 0%(137行中109行)にも及ぶ o これは冒頭部で は決
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まり文句が多用されて い る からであろう｡
頭韻に関 して は ､ 以下の ような表現技法が見 られ る｡
1
･ 対句 と組み合わされ て用 い られ る｡
[例] 望o yⅥ8 u O m m u ntu olutala a n
,
竺oqx oybolu ukird
'l
i 弧 Pa rdik,
望oyo m mu n adr y ah王gim toyonuga,
_
Ay 'i8 u O m m u mtuOlutala a n,
_
A klyba臨 kird
''ia xpa rd取 ba y a 8,
_
A da rayd軌 a zry ah h arglhiga,
2 . 頭韻を踏むため に ､
[例] 如 Bii6hii mi i
Ali8 tltlhata n
,
a nax は本来‡n a x､
私が 九十歳にな っ て ､
腰が曲が っ て老 い ぼれ るまで ､
私 の 大切 なたて が み の ご主人で
い らっ しや るあなた様 よ､
私が 八十歳にな っ て ､
少 し腰が 曲が っ て 老 い ぼれ るまで ､ もちろ ん ､
私 の 乱れたたて が み の ご主人で
い らっ しや る あなた様よ､ (79 8-8 03行目)
語頭 の 音が変化す る ｡
家畜の牛 を
大 い に殖や して ､
aliB は本来 olu 8で あるo
(1513-1 514行 目)
3 一 頭韻 を踏むため に ､ 数詞が選択される ｡
[例]'基由 uo 8ta a X 八本の刻み模様が つ い た
AJt an Bargatigar, 金 のセ ル ゲ (馬 を繋い でおく柱) に ､
払 u o 8ta a X 三本 の刻み模様が つ いた
ilr叫 k6 m 軸 8arg魚tigar, 銀の セ ル ゲに ､ (712- 71 5行目)
脚韻に つ い て見てみ ると ､ 行末で韻を踏む割合は約 3 5%で ､ そ の うち､ 描写の 部分で は
約 37%､ 登場人物 の会話 の 部分では約 3 2%で ある｡
脚韻は以 下の ように 分類する ことができ る｡
1
. 行末に同 一 の接辞形態素を重ね る.
[例]tJll軸nii8tiiirbiit ii6n n良砥 跳ね なが ら走る伸虫類が い る ､
Ⅹo rq n u tl紬 触btitx o m u rdu o 8ta a茎, 跳びなが ら走る甲虫が い る ､
m ya 8ii 触biitki drday a 8ta 喝 , 片足で走る蟻が い る ､
Arbaya 紬 触btltaba ahna a茎, 無秩序に走る怪物が い る ､
S舶day豆 Bii 触biit86h舶k kal舶基 ぼんやり した影とな っ て走 る家の 守り神 が
い る (地下世界) (19 65-1 96 9行目)
-n昏 触
,
-ta a x
,
-払 - , -1急 触 は r- を持 っ た+ と いう意味を表すo
畠･ 異母る接辞形態素で あるが ､ 語末 の 音が同 - の もの を用 い る｡
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[例] Ⅹ 地 軸坤 b8y8tt由
Ok8ii6ntinan 6yd66_n,
Sa a Bkib6y6tt也
Ⅹa x 8aat
'
h an bil弛 ,
'
ib6y6tt由
Ⅹ出 a伍n a nb ila
_
n,
Say軸q
'
ib6y6 拍丑
Sa m泳王n a nb止a
_
n
,
-ttin は ｢ - を+､ -6n, 一色n は ｢- して+
3 . 行末 に同 一 の語 を重ねる｡
[ 例]E鮎ayinan 魚mi 急Ⅹa r a x七a a x x a塵邑
秋 の 多くを
み ぞれに よ っ て悟っ て ､
春の 多くを
朝冷え に よ っ て知 っ て ､
冬の 多くを
霜に よ っ て知 っ て ､
夏の 多く を
雨に よ っ て知 っ て ､
という意味を表す｡
(4 566-45 73行 目)
首筋 にも目が あるみた いで ､
Inminan ami魚biir x a raxta a x xa 塵 ,前にも ー つ 目があるみたいで ､
Ean min且n ami魚 aya xta a x x a塵基,
Ⅰ min魚n 魚mi魚 aya xta a x a也
4 . 偶然に脚韻が生ずる場合もある｡
｢モ ドゥ ン ･ エ ル ･ ソゴ トフ+
後 ろにも 口が あるみた い で ､
前 にも 口があるみた い で ､ (578つL 579 0行目)
出典
ERyT C E H孟 repo Etl e C X Ⅱ宜 3ⅡO C 《M o ryq EB 3p Co r o T OX 》. (CepⅡ且 《Ⅲa M ∬ m ¢oJrE' m OPa
ⅡapoJtO BCⅡ6叩 耳 EnaJIL ⅡerO BocTOEa)), Tow 10)Ho B O C E6甲 CE, 199 6.
あらすじ
1) 子宝 に恵まれなか っ た老夫婦に息子 の モ ドゥ ン ･ エ ル ･ ソ ゴ トフが生まれた｡ エ ル ･
ソゴ トフ の とこ ろに地下世界の怪物 タ - ス ･ ジャ ー ンタ ー ルが来て ､ 彼 を侮辱 したo
怒 っ た エ ル ･ ソ ゴトフ は地下世界に行き ､ タ - ス ･ ジャ ー ンタ ー ル に囚われ七い た ト
ウナル イ カ - ン ･ クオを救出 して ､ 彼女と結婚 したc
2) ェ ル ･ ソ ゴ トフ は 死に ､ 妻の トウナル イ カ ー ン ･ クオ按地下世界に連れ去られた｡ 彼
らの息子の ケ ム ス ･ クイ - ルイ クタイは母 を捜しに地下世界に行っ たQ 彼 はダ ー ス ･
ジャ ー ン タ ー ル との戦い に勝ち､ 母を救出 し､ 父 を生命水で蘇らせた ｡ ケム ス ･ ク イ
- ル イクタイ はテメリケ - ン ･ ク オと結婚 したo
3) トクナ ル イ カ ー ン ･ クオが 再びさらわれ ､ エ ル ･ ソ ゴ トブ は地下世界に行 っ た ｡ 彼は
だまされて ､ 地下世界の怪物 ウオ ト ･ ウル パ ル ジン の妹 の ウオ ト ･ チ ョ ル ポ - ドイと
一 夜を共に したo エ ル ･ ソ ゴ トフ は ウオ ト ･ ウル パ ル ジン との 戦い に勝ち､ 妻を救出
した｡ その 間に ､ テ メリケ - ン ･ ク オが地下世界にさらわれ ､ ケム ス ･ タ イ - ル イク
タイが 妻を捜 しに行 っ た｡
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4) エ ル ･ ソ ゴ トフ とウオ ト ･ チ ョ ル ポ - ドイ の 間に生まれ た息子 の ハ ル イ ア ジ ラ - ン ･
ベ ル ゲ ン が ､ ケ ム i ･ クイ - ル イク タイ とテ メリケ - ン ･ クオ を救申したo ハ ル イ ア
ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン は タ イ - ス ･ サル イ アディ マ ン ･ ク オと結婚す る運命に あっ たが ､
彼女は地下世界の怪物 ダ ー ス ･ ク ドゥ ス タイに囚われ て い たo ハ ル イ ア ジラ ー ン ･ ベ
ル ゲ ンは タ - ス ･ ク ドゥス タイ との 戦い に勝ち､ ク イ - ス ･ サ ル イア ディ マ ン ･ クオ
を救出 し､ 彼女と結婚 した ｡
梗概
1) モ ドゥ ン ･ エ ル ･ ソ ゴ トフ の 活躍
地が生まれ ､ 広がり ､ 固ま っ て い っ た｡ 太陽と月 と星が 生まれ ､ 動物が誕生 した｡
とても豊 かなア ラ ー ス に ､ 子宝に恵まれなか っ た老夫婦が住ん で い た [註4]｡ とこ ろが ､
こ の老夫婦に 赤ん坊が生まれた｡ しか し､ 赤ん坊はすぐに いなくな っ て しまい ､ 老夫婦は
悲 しんだ｡ ソデ グロ ゾル の姿を した天界 の 女シヤ マ ン が ､ 老夫婦 の ところに飛 んでき て ､
｢あなたが たの 息子 は天界で養育されて い ます+ と言 っ たo
三 つ 頭の鳥の 姿を した地 下世界の 怪物 タ - ス ･ ジャ ー ン タ - ル が､ 老夫婦の とこ ろに飛
ん できて ､ rお まえたちの息子 の モ ドゥ ン ･ エ ル ･ ソ ゴ トフが ､ 地下世界の罪の な い者たち
を殺さない ように してくれ+ と頼ん だ｡
エ ル ･ ソ ゴ トフ が老夫婦 の前に現われたD 彼は眠り に つ い た o
タ - ス ･ ジ ャ ー ンタ ー ル が再 び現われ ､ エ ル ･ ソ ゴ トフ に ｢おま えは俺の 奴隷になれo
地上世界か ら地下世界にさ らわれてきた トウナル イ カ ー ン ･ ク オと いう娘に仕えよ+ と言
つ た ｡ 怒 っ た エ ル ･ ソ ゴ トフ は タ - ス ･ ジャ ー ンタ ー ル に矢を放っ たが ､ 命 中しなか っ た｡
エ ル ･ ソ ゴ トフは馬 に乗り ､ 地下世界 - 行 こ うと したが､ 馬 の 忠告 に従 い ､ 火 の神 と土地
の神 にお祈りを捧げる ことに した｡ 土地の神は エ ル ･ ソ ゴ トフ に自分の乳 を飲ませた｡
エ ル ･ ソ ゴ トフ は地下世界 - 出発 し､ 地下世界の入 口 に到着 した｡ そ こ には獅子 7頭が
い たD エ ル ･ ソ ゴ トフ は矢に変身 し､ 獅子 の 口 の 中に入 り ､ 首尾 よく通り抜ける こ とが で
きた｡
エ ル ･ ソ ゴ トフ は タ - ス ･ ジャ ー ンタ ー ル の家に着き ､ 見張り番 と娘を退治 した｡ そ し
て ､ 寝て い るタ - ス ー ジヤ ー ン タ ー ル を起 こ し､ 殺そうと したが ､ 寝て い た者を殺すのは
卑怯だと思 い ､ 殺 さずにお い た｡ エ ル ･
,
ソ ゴ トフ は トウナ ル イ カ ー ン ･ クオ を救出 し､ 2
人は彼女の両親 の ところに行 っ た｡ そ して ､ 婚礼の宴が催され ､ 平和な日々 が続 いた｡
2) ケム ス ･ ク イ - ル イクタイ の活躍
ある時 ､ エ ル ･ ソ ゴ トフ は雷の ようなもの に打たれて 死ん だo 男の子を生 んだぼか り の
トクナル イカ ー ン ･ クオは竜巻に のみ こまれて連れ去 られたo そ の 際､ 彼女は 両親に ｢こ
の 男の子にケ ム ス ･ ク イ - ル イ ク タイと いう名前をつ けて ､ 育て て 下さ い+ と言 っ たo
トウナル イカ ー ン ･ クオ の 両親は男の子 を育て たが ､ ある時 ､ 男 の子 の姿が見 えなくな
っ た｡ ソデグロ ヅル の 姿を した天界の女 シヤ マ ンが飛 んできて ､ ｢あなたがた の孫は天界で
養育されて い ます+･と言 っ た｡
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ケム ス ･ ク イ - ル イ クタイが祖父母 の前に現われた o 彼 壮土地の神 にお祈り を捧げ､ 乳
を飲んだ後､ 母 の トクナル イ カ ー ン ･ クオ を捜しに地下世界 - 出発 した｡
途中で ､ ケ ム ス ･ ク イ - ル イ クタイ娃道の神に供物 を捧げ､ ハ ヤ プサに変身して海を越
えたo 彼は失に変身 し､ 獅子 の 口の 中に 入り ､ 首尾 よく通 り抜けた o
ケム ス ･ ク イ - ル イ クタイ は タ - ス ･ ジ ャ ー ン タ ー ル の 家に着い た ｡ - 騎討ちが始ま っ
た ｡ 9 0日間の 戦い の後 ､ ケ ム ス ･ ク イ - ル イ クタイは勝ち ､ 母を救出して ､ 故郷に戻 っ た｡
ケ ム ス ･ ク イ - ル イ クタイは 父 の エ ル ･ ソ ゴ トフ を生命水で蘇らせたo 平和な日々 が読
い た｡
ケム ス ･ ク イ - ル イ クタイ は再び地下世界に行き ､ 怪物 の ブオル ･ ク ドゥ ス タイと 掛 ､､
勝 っ た｡ 死 に際に怪物は ｢俺の 兄の ウオ ト ゥル パ ル ジンが仇を討 っ てくれ るだろう+ と
言 っ た｡
天界の 英雄3人がケ ム ス ･ タ イ - ル イ ク タイ の 前に現われ ､ ｢おまえはテメリケ
- ン ･ ク
オ と結婚する運命にある+ と言 っ た｡ ケム ス ･ ク イ - ル イ クタイはテメ リケ - ン ･ クオ の
と こ ろに行き ､ 結婚 して ､ 彼女を連れて故郷に戻 っ たo 平和な 日々 が続いたo
3) 再び エ ル ･ ソ ゴ トフ の活躍
とこ ろが ､ トテナル イカ ー ン ･ ク オが再びさらわれ ､ エ ル
･ ソ ゴ トフ は地下世界に行 っ
た ｡ 女たちが現われ､ エ ル ･ ソ ゴ トフ に ｢私たちはウオト ･ ウル パ ル ジン にさらわれてき
ま した｡ トウナル イ カ ー ン ･ クオは私 たちと
一 緒に います+ と言 っ たD エ ル ･ ソ ゴ トフ は
妻を見つ け､ そ の夜､ 共に過ご した｡ 翌朝､ エ ル ･ ソ ゴ トフ は 目を覚ますと､ 半身がな い
の に気 づ いた ｡ 彼 が自分の 妻だと思 っ て い たの は ､ ウオ ト ･ ウル パ ル ジン の妹 で女シ ヤ マ
ン の ウオ ト ･ チ ョ ル ポ - ドイだ っ た の で ある｡ エ ル ･ ソ ゴ トフ は 自分の尻を切 り裂い て生
命水 を集め ､ 自分の体 に塗 っ た ｡ 彼 ほ以前よりも1 0倍強くな っ た｡ 彼はウオ ト
･ チ ョ ル ポ
- ドイと戦おうと した が､ 彼女に ｢私はおまえと
一 夜を共に して妊娠 した. 妊婦 の私と戦
お うとす るなんて恥ずか しいとは思わない の か+ と言われ ､ 戦うの をやめた｡
ェ ル ･ ソ ゴ トフ は ウオ ト ･ ウル パ ル ジン のと こ ろに行 っ たo
一 騎討ちが始まっ たQ 地下
世界は破壊された｡ 天界か らソデグロ ヅル の 姿をした女シ ヤ マ ン が飛ん できて ､ 2人に ｢遠
く にある岩山の 楚で戦え+ と言 っ た ｡ 2 人はそ こ に行き､ 戦い を再開 した｡
一 騎討ちは丸
1年続い た｡ ウオ ト ･ ウル パ ル ジ ンは エ ル ･ ソ ゴ トフ に ｢火 の海の真ん 中にある島で戦い
を続けよう+ と提案したQ 2人は 島に行き ､ ウオ ト ゥル パ ル ジン は エ ル
･ ソ ゴ トフ に海
の 中 - 突き落とされて 死んだ｡
ェ ル ･ ソ ゴ トフ は トウナ ル イ カ
ー ン ･ クオ を救出 し､ 故郷に戻 っ た｡ 故郷 は掠奪に遭 い ､
荒廃 して い た｡ ある老婆が エ ル ･ ソ ゴ トフ に ｢テ メリケ
- ン ･ クオがテ べ ト ･ トク ー ライ
にさらわれ ､ ケム ス ･ ク イ.- ル イクタイが彼女を捜しに地下世界 - 行きました+ と言 っ たQ
4) ハ ル イア ジラ - ン ･ ベ ルゲン の活躍
ェ ル . ソ ゴ トフ が地下世界 - 出発 しようとして い ると､ 彼とウオ ト
･ チ ョ ルポ - ドイ の
間に生まれた息子の ハ ル イア ジラ
ー ン ･ ベ ル ゲンが現われたo エ ル . ソ ゴ トフ は彼に助け
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を求 めた ｡ - ル イ ア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ンはす ぐに地下世界に行き ､ テ ベ ト ･ トク ー ライ を
火 の海の 中 - 突き落と し､ ケム ス ･ ク イ - ル イ クタイ とテメ 9 ケ- ン ･ クオ を救出 した o
平和な日 々 が 訪れた｡
ある時､ ハ ル イ ア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ンは ､ 天界の神 ユ リ ユ ング ･ アイ - ･ ト ヨ ンに呼 び
出された｡･天界の神 は彼 に ｢おまえは地上世界 の英雄と地下世界 の 女シ ヤ マ ンか ら生まれ
た が ､ おまえを人間と認 め ､ 文書に記載しようo お まえはク イ - ス ･ サ ル イ アディ マ ン ･
クオ と終挿する運命に ある+ と言 っ た｡
ハ ル イ ア ジ ラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン は地上世界 に戻 ると､ 土地の 神に祈り､ 乳を飲んだ｡ 彼 は
自分の馬 から､ タ イ - ス ･ サ ル イ アディ マ ン ･ クオが怪物の タ - ス ･ ク ドゥ ス タイ にさら
われたこ とを知り ､ 地下世界 - 出発 した｡ 途中で ､ 道の 神に供物 を捧げた｡
ハ ル イ ア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン 娃地下世界に着き ､ 母 の ウオ ト ･ チ ョ ル ポ - ドイ に会っ た｡
彼女は怪物 の タ - ス ･ ク ドゥ ス タイ の居場所を教えたo ハ /レイア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ンほ真
つ 赤な ハ ヤプサに姿を変え ､ 怪物が住む洞窟の 前に着い た｡ そ して ､ 今度は槍に姿を変え､
洞窟の 中に入 っ た｡ 怪物が洞窟か ら出て いく と ､ ハ ル イ アジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン は元 の 姿に
戻 り ､ ク イ - ス ･ サ ル イ アディ マ ン ･ ク オと対面した｡
怪物が帰っ てきて ､ 一 騎討ちが始 ま っ た｡ 戦 い は3 か月続い たが ､･勝負は つ かなか っ た｡
ハ ル イア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ンは怪物 の 心臓を捜 しに行こ うと 考え ､ 3年間 の休戦を提案 し
たo 怪物 は同意した o.
ハ ル イ ア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン 杜火 の海の神 に怪物の 心臓の 在り処を尋ねた｡ 火 の海の神
は 口 の中から蛇 を出 し､ ｢こ の蛇が怪物の 心 臓を捜 し当 てた ら, そ の 心 臓を私 に捧げなさ
い+ と言 っ た ｡ ハ ル イ アジラ ー ン ･ ベ ルゲ ン は言われた通り に した｡
3年経っ て い なか っ たが ､ )､ ル イ ア ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン は怪物 との 一 騎討 ちを再開 し､
勝利 した｡ 彼は タ イ - ス ･ サル イ アディ マ ン ･ クオを救出し ､ 彼女の両親の と こ ろに行 っ
た｡ 婚礼の 宴が催された｡ そ の後 ､ 2人は ハ ル イア ジラ ー ンー･ ベ ル ゲン の故郷 に行き ､ そ
こで も宴が 催されたo 英雄 3人 - エ ル ･ ソ ゴ トフ ､ ケ ム ス ･ クイ - ル イ クタイ ､ ハ ル イ ア
ジラ ー ン ･ ベ ル ゲ ン ー が治 め る地 に ､ 平和な日 々 が続 い たo
解説
ワ シ - リイ ･ カ ラタ - エ フ(19 26-9 0) が語っ た 『モ ドゥン ･ エ ル ･ ソ ゴ トフ』 は ､ 197 5
年と8 2年と86年に録音されたが ､ 8 2年に語 っ た作品 が出版されて い る｡ 3 つ の 『モ ドゥ
ン ･ エ ル ･ ソ ゴ トフ』 の 内容を比較すると､ 8 2年と 86年の 作品は ほ ぼ同 じで あるが ､ 7 5
年の 作品は短く ､ 上記 の あらず じ ･ 梗概の 3) 以下の部分が全く語られて いな い ｡ この 部
分では､ だまされた地上世界の英雄 が地下世界 の女シ ヤ マ ン と - 夜を共に し､ それに よ っ
て新たな英雄が誕生するとい う話が 語られて い るが､ こ のような話はサ ハ の他の 英雄叙事
詩に はほ とん ど見られな い ｡ とい うことは ､ 後年にな っ て語り手自らが この 話を考案 し前
作に付け加えたと言うこ とがで きよう｡
『モ ドゥ ン ー エ ル ･ ソ ゴ トヲ』 の rモ ドゥ ン+ は r屈 強な+､ ｢エ ル+ は ｢男+､ ｢ソ ゴ ト
フ+ は
'r 一 人 ぼ っ ちの+, を意味するo サ ハ に は エ ル ･ ソ ゴ トフ を主人公 とする英雄叙事詩
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がたくさんあるが､ エ ル ･ ソ ゴ トフ はた いて い孤児英雄で あるo そ の点でも､ カラタ - エ
フ が 語 っ た 『モ ドゥ ン ･ エ ル ･ ソ ゴ トフ』 は趣を異に して い るo
｢ク イ ー ス ･ デビリイ エ+
出典
jkyrc出 盛 柁PO 耶 eC E盛 3=O C《Kbl H C只36耶 盛 3))･ (Cop - 《Ⅲa M 耶 孤 如Jh EnOPa H aPOAO B
CH6丑PⅡ ⅡnaJrE,H e r oBo c TO X a}>), Ho BOC E6EPC E,1 99 3I
あらす じ
1) 地下世界の 女サラ ハ ナ ･ キ ュ ー ン ニ ェ クが 地上世界に住み始め ､ 上 ･ 中 ･ 下界から赤
ん坊 を1人ずつ さらっ てきたo 彼女は ､ 天界からの子 をキ ュ ン ･ エ リリ ､ 地上世界か
らの子 をウル グン ニ ュ ク ･ /ミ - テ イ ル ､ 地下世界か らの 子 をデ ィ グィ
- ダ ー ン ･ ペグ
と名付 けたo 3人息子ほ英雄チ ュ グダ ー ン に戦い を挑んだが ､ 勝負は つ かなか っ たo
2) 英雄チ ュ グダ ー ン は女英雄の ク イ - ス ･ デ ビリイ エ に助けを求め た｡ 彼女は 同意 し､
妹 を呼び寄せたo ク イ - ス ･ デビリイ エ 姉妹と英雄チ ュ グダ - ン は 3人息子と戦 っ たo
勝負は つ か なか っ たo 天界の神 ジル ガ ･ ト ヨ ン は使者を派遣 し､ 地下世界の住民たち
にデ ィ グイ - ダ ー ン ･ ペ グを牢屋に閉じ込めさせたo クイ - ス ･ デ ビリイ エ は､ キ ュ
ン ･ エ リリとウル グン ニ ュ ク ･ パ ー テ ィ ル を清めたo する と､ 2人は美 しい若者にな
っ た｡
3) ク イ - ス ･ デビリイ エ の 取り計らい で ､ ウル グン ニ ュ ク ･ パ ー テ ィ ル と英雄チ ュ グダ
ー ン の妹は結婚するこ とに なっ た｡
梗概
1) 地下世界の 女の義理の 3人息子と英雄チ ュ グダ
ー ン との戦い
天と地が生まれたとき ､ 地は束 シ ビ ー ル と西 シ ビ ー ル に分かれたo 西 シ ビ ー ル には ､ ウ
ナ - ル イ ツ タ ･ エ ペ ･ ホトウ ン とい う名 の アラ ー ス ができた｡ こ の アラ
ー ス には ､ 人間は
まだ住ん で い なか っ た｡
地下世界の 支配者ア ル サン ･ ドゥオ ライ の末娘サラ ハ ナ ･ キ ュ ー ン ニ ュ ク が､ こ の アラ
ー ス を訪れ､ 両親に ｢気に入 っ た ので住みたい+ と頼んだ｡ 両親は ｢天界の神々 がお 怒り
に なるから駄 目だ+ と言 っ たが ､ 末娘は引き下がらず､ ｢人間に危害を及ぼすようなこ とは
しません+ と誓っ たの で ､ 両親は承諾 したo 末娘は姉 3人を連れて ､ ア ラ
ー ス ヘ 向か っ たo
4人はアラ - ス に家を建て た｡ サラ ハ ナ ･ キ ュ ー ン ニ ュ クは両親 - の誓い を忘れて , 柿
3人に ､ 生まれたばかりの 赤ん坊を上 ･ 中 ･ 下界から1人ずつ さらっ てくる ように命じたo
さらわれてきた赤ん坊は急速に.成長
した｡ 天界か らさらわれて きた子 の要求で ､ サ ラ ハ
ナ ･ キ ュ ー ン ニ ュ クは子ども3人 に名前を付けた｡ 天界 からの 子 をキ ュ ン ･ エ リリ､･地上
世界か らの子をウル グン ニ ュ ク - ヾ - テ イ ル ､ 地下世界からの子 をディ グィ
- ダ ー ン ･ ペ
グと各付けたo
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キ ュ ン ･ エ リリが ｢強 い男は どこ に い る の です か+ と尋ねた の で ､ サラ ハ ナ i キ ュ ー ン
ニ ュ クはチ エ グダ ー ン ･ ブ ハ テ ィ ー ル とい う裕福な英雄の こ とを話 した o 3人息子は こ の
英雄に戦い を挑むこ とに した ｡ サラ ハ ナ ･ キ ュ ー ン ニ ュ クは はなむ けの言葉を述 べ ､ 息子
た ちを送 り出 した｡
3人息子は灰色の狼 に変身 して ､ 英雄チ エ グダ - ン の 国に入 っ て い っ たo そこ で は馬乳
酒祭りが催され て い た｡ 3人息子は英雄チ エ グダ ー ン の 馬と牛 の 3分 の 1 を殺 した ｡ 英雄
チ ュ グダ ー ンは馬乳酒祭り の最中に戦い を始めたくは なか っ たの で ､ 3人息子 を何とか な
だめ ようと したが ､ 3人息子 は言うこ とを聞かなか っ た｡
つ いに ､ 英雄チ ェ ダダ ー ン とウル グン ニ ュ ク ･ パ ー テ ィ ル の 一 騎討ちが始まり ､ そ れは
3 日3晩続い た｡ ウル グン ニ ュ ク ･ パ ー テ ィ ル は負けそうになっ た の で ､ デ ィ グィ - ダ ー
ン ･ ペ グに助けを求めたo 英雄チ エ グダ ー ン とディ グィ - ダ ー ン ･ ペ グ の 一 騎討 ちが始ま
り ､ それは 9 日間続 いた｡ 今度は英雄チ ュ グダ ー ンが負けそうにな っ た の で ､ 彼は ｢次 の
1 6夜の 日まで停戦しよう+ と提案 した ｡ デ ィ グィ - ダ ー ン ･ べ ゲは同意 した｡
その 間に ､ ウル グン ニ ュ ク ･ パ ー テ ィ ル は英雄チ エ グダ ー ン の妹 をさら っ たo 3人息子
は英雄チ ュ グダ ー ン の馬と牛 を全部奪 い取 っ て ､ 帰 っ て い っ た｡
2) 地下世界の女の義理 の 3人息子 とク イ - ス ･ デ ビリイ エ との戦 い
英雄チ エ グダ ー ン は ､ 天界か ら追放された女英雄の ク イ - ス ･ デ ビリイ エ の とこ ろ - 出
発 したo 彼女の家のそ ばまで来 ると､ 彼女の馬 を警備する若者が 3人い た の で ､ 英雄チ ュ
グダ ー ン 娃彼らに ｢ク イ - ス ･ デ ビリイ エ に助けを請うため に こ こ に来ま した+ とい ぅ た ｡
警備の若者の 1人はク イ - ス ･ デビリイ エ に英雄チ エ グダ ー ン の こ とを話 し､ ク イ
- ス ･
デビリイ エ は会うこ とに した｡ 英雄チ エ グダ ー ン はご馳走 にな っ た後 ､ 自分の妹がさらわ
れた こ とを話 し､ 助けを求めた ｡
クイ - ス ･ デビリイ エ は警備 の若者に ｢私が明 日 ､ デイ グィ ⊥ ダ - ン ･ ペ グに嫁 ぐこ と
になっ たと嘘をつ い て ､ 私 の妹 のア - ン ･ ア フ タル イ ヤ を天界から連れて こ い+ と言 っ た｡
それか ら､ 英雄チ ェ ダダ - ン に ｢昔､ エ リ エ デ ･ ベ ル ゲン という英雄を納屋に 閉 じ込 めて ､
そ の ままに して ある の で ､ 彼を解放しろ+ と言 っ たo 英雄チ i グダ ー ンは言われた通り に
した｡
天界か らア - ン ･ ア フタ ル イ ヤが 降りて きた｡ タイ - ス ･ デ ビリイ エ は殊に ｢英雄チ エ
グダ ー ンが私 に助けを求め に来た+ と言 っ たo 戦闘再開 の期 日が近づ い たo ･ク イ - ス ･ デ
ビリイ エ は火 の神にお祈り を捧げたo ク イ - ス ･ デビリイ エ と妹 と英雄チ エ グダ ー ンは戦
場 - 向か っ た｡
戦場に着く と､ ク イ - ス ･ デビリイ エ は断崖と峠の神にお祈り を捧げたo ク イ
- ス ･ デ
ビリイ土 はウル グシニ ュ ク ･ バ - テ イ ル と､ 英雄チ土 グダ ー ンはディ グィ - ダ ー ン ･ ペ グ
と､ ア - ン ･ ∠ ア フ タル イ ヤはキ ュ ン ･ エ リ･りと戦 い始めたo､戦い 娃 3 0日続き ､ 地上世界は
破壊された｡ 断崖の神 は戦 っ て い る着たちを地下世界の戦場 - 追放 した｡
ク イ - ス ･ デビリイ エ は ､ 妹の ア - ン ･ ア フ タル イ ヤが衰弱 して いく の に気 づき ､ 妹を
天界に帰すこ とに した｡ キ ュ ン ･ エ リリは小鳥に 変身 したア - ン ･ ア フ タ ル イ ヤ を摘まえ
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ようと したが ､ そ の 時に突然現われた エ リ エ デ ･ ベ ル ゲン の助けのお か げで ､ ア
- ン ･ ア
フ タル イヤ は逃げるこ とができた ｡
上 ･ 中 ･ 下の 3世界 の住民た ちは天界 の神の ジ ルガ ･ ト ヨ ン に戦闘の停止 を訴えたo ジ
ル ガ ･ ト ヨ ン は使者を地下世界 に派遣した｡ 使者 は地下世界の住民た ちに ｢デ ィ グイ
- ダ
ー ン ･ べ ゲを牢屋に閉 じ込 め ろ+ と命令 した｡ 住民た ちは言われた通 りに した｡ クイ
- ス ･
デ ビリイ エ は英雄チ ェ ダダ ー ン と エ リ エ デ ･ ベ ル ゲン を故郷に帰 した o それから､ タイ
ー
ス ･ デ ビリイ エ 桔 ウル グン ニ ュ ク ･ パ
ー テ ィ ル とキ ュ ン ･ エ リリを､ 3 世界が合わさる所
に連れて い き､ 刀で 2人 を耕 し､ 火 であぶ っ て ､ 体内 の汚 い物 を出 したo すると ､ 2人は
美しい若者に なり ､ キ ュ ン ･ エ リリは天界 へ ウル グン ニ ュ ク
･ パ ー テ ィ ル は西 シ ビ ー ル
- 飛ん で い っ た ｡
3) 地上世界 の平和とタ イ - ス ･ デビリイ エ の帰還
ク イ - ス ･ デ ビリイ エ がや っ て 来ると察知 したサラ ハ ナ
･ キ ュ ー ン ニ ュ ク 臥 地下世界
に逃げた ｡ ク イ - ス ･ デビリイ エ は西 シ ビ ー ル に 来た｡ ウル グ ン ニ ュ ク
･ パ ー テ ィ ル は ､
か つ て 自分がさ ら っ た英雄チ エ グダ ー ン の妹 を解放したD
クイ - ス ･ デ ビリイ エ は天界 の神の ユ リ ユ ン グ
･ ア ー ル ･ ト ヨ ン に ｢こ の地に住みた い
の で ､ 地を清めてくれ る女シ ヤ マ ン のアイタル イ - ン を派遣 して下さい+ と頼ん だo 雲に
乗 っ た女シ ヤ マ ン が東の 空から現われ ､ その地を清めたo 次に ､ ク イ
- ス ･ デビ 1)イ エ は
天界の神 の ジル ガ ･ ト ヨ ン に ｢家を追 っ てくれ る大工 7人 を派遣して下さい+ と頼ん だ｡
大工は家を建て ると､ ｢お礼は白 い駿馬 7頭だけで い い+ と言 っ たo
ク イ - ス ･ デ ビリイ エ は天界の女シ ヤ マ ン に雌馬 を1頭降ろして もらい ､ それを煮て ､
ゥル グン ニ ュ ク ･ パ
ー テ ィ ル と英雄チ エ グダ ー ン の妹 と 一 緒に食べ たo そ して ､ 2人に ｢夫
婦 にな っ て ､ 子 どもを作り ､ 家畜を殖やしなさい o 男 の子が生まれたら､ ハ
ー デイ ア ト
ベ ル ゲ ンと名付 けなさい+ と言 っ て ､ 東の空 - 飛 んで い っ たo
英雄チ エ グダ ー ンは ､ 天界に帰る途中の タイ
- ス ･ デビリイ エ を家に招き､ 宴を催 したo
ク イ - ス ･ デビリイ エ は英雄チ ュ グダ
ー ン の 両親に ｢あなたがたの 娘さん はウル グン ニ ュ
ク ･ バ - テ イ ル の 妻になりま したが ､ その こ とを悲しまな い で下さい+ と言 っ たo 英雄チ
エ グダ ー ン の母は ク イ - ス ･ デビリイ エ に ｢道中ご無事でo あなたにも子 どもが たくさん
生まれますように+ と言 っ たo タ イ - ス ･ デビリイ エ は 3頭の 鳥に姿を変え､ 飛ん で い っ
た｡
解説
こ の 英雄叙事詩は ､ 1941年に ニ コ ライ
･ ブル ナ シ ェ フ(1 846-19 50)が語り ､ ス テ パ ン ･
ジャ コ ノフ(19 13 1 i6)が記録 した｡
主人公 の ク イ - ス ･ デビリイ エ は女英雄 であるが ､ 女英雄が主人公 の英雄叙事詩 臥 完
全なテ キ ス トが9篇､ 梗概の みを記 したもの が6篇収集されて い るo そ の中に 臥 女英雄
が男英雄との戦い に勝 っ て彼 を奴隷にする話や､ いなくな っ た馬 (あるい は子どもや兄)
を捜 しに遠征に出かける話や ､ サ ハ を敵か ら守 る話などが ある o タ イ
- ス ･ デビリイ エ は ､
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サ ハ を敵か ら守る女英雄q)代表格 と言えようo
注釈
1. 現在 のサ ハ の 人 口 は 40万人を上回 っ て い る ｡ 19 89年の 国勢調査に よ ると､ ロ シア連
邦サ ハ 共和国 の民族構成比は ､ ロ シア人 50. 3%､ サ ハ 人 33. 4%､ ウクライナ人 7･ 1% ､
極北少数民族 (エ ヴ ェ ン キ人､ エ ヴ ュ ン人 ､ ユ カ ギ - ル人 など)2. 3%などと
■な っ て い
る ｡ サ ハ 語の 母語率 は高い ように思われ るが､ 199 0年に実施された ｢民族間の 関係+
とい う調査で は ､ サ ハ 語の 母語率が約95% であっ たに もかかわらず､ サ ハ 語 を自由に
使い こ なせるサ ハ 人 の割合は約 70%で あっ た｡
2 . ｢歴史+ を意味す る ロ シア語 の iBtOriya の借用語で ある o
3 . 極北地方 のサ ハ の英雄叙事詩で は ､ 歌 の部分が なく ､ 最初か ら最後まで語られ るこ と
が ある ｡ こ の ような叙事詩語りは ｢徒歩で行く英雄叙事詩+ と呼ばれて い る｡ 南シ ベ
リア の ハ カ ス でも ､ 楽器 の伴奏と喉歌が ない ､ 朗読詞 の 叙事詩語り を ｢徒歩で叙事詩
を語 る+ と言 うo
4 . ア ラ - ス とは ､ 凍土の 融解と沈下によ っ て できた平坦な窪地の こ とで ､ 草原にな っ て
い て ､ 針葉樹林の 中に点在する｡ 集団化 される以前 ､ 1 つ の アラ ー ス に は 1世帯ない
し数世帯が住ん で いて ､ ア ラ ー ス はサ ハ 人 め生活空間に なっ て い た0
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